
８月６日～月日の日間
あわら温泉が開湯周年祭

湯
か
け
ま
つ
り
や
芸
術
祭

感
謝
と
期
待
　

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

開
湯

周
年
を
迎
え
た
あ
わ
ら
温
泉
の
注
目
旅
館

ま
つ
や
千
千

北
陸
最
大
級
の
大
浴
場
が
自
慢

グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
芳
泉

別
邸「
個
止
吹
気
亭
」な
ど
人
気

こ

と

ぶ

き

四
国
の
観
光
客
．
％
増


年
度
　

愛
媛
、徳
島
は
プ
ラ
ス
運輸局調査

福島空港

職
員
が「
お
も
て
な
し
隊
」

オ
リ
ジ
ナ
ル
隊
員
服
を
着
用

山
代
温
泉
観
光
協
会
が
総
会

「
開
業
効
果
一
過
性
に
し
な
い
」

「幕末維新探訪絵図」で
ゆかりのスポット紹介

下関市が観光パンフレット

恐いホラーイベントと
陽気なパレードを開催

ＵＳＪ

大
阪
観
光
大
生
が
企
画
、添
乗

泉
州
ツ
ア
ー
を
実
施

志
賀
高
原
大
蛇
祭
り

８
月

～

日
開
催

山
ノ
内
町

あわら温泉開湯周年祭
実行委員会

（あわら市観光協会内）

ＴＥＬ（）　ＦＡＸ（）
ホームページhttp://awara.info/130/

あ
わ
ら
湯
か
け
ま
つ
り

足
湯
が
楽
め
る
「
芦
湯
」

風
情
漂
う
あ
わ
ら
温
泉
街

　
８
月
６
日
か
ら
「
あ
わ
ら
温
泉
開
湯
１
３
０
周
年
祭
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
開
催

期
間
は

月

日
ま
で
の
１
３
０
日
間
。
主
催
は
あ
わ
ら
温
泉
開
湯
１
３
０
周
年
祭

実
行
委
員
会
（
あ
わ
ら
市
観
光
協
会
内
）
。
市
民
と
観
光
客
が
一
体
と
な
っ
て
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
や
全
国
か
ら
作
品
を
募
集
す
る
短
編
映
画
祭
な
ど
多
彩
な
催
し
が
開
催

さ
れ
る
。
「
ツ
ナ
ガ
ル
そ
し
て
ツ
タ
エ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
節
目
の
年
を
盛
り
上
げ
、

さ
ら
な
る
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
８
月
６
、
７
日
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
式
典
で
開
幕
。
「
酔よ

い

宮み
や

」
と
題
し
、
温
泉
発
祥
地

公
園
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る

「
お
薬
師
様
」
を
迎
え
る
た

め
の
美
酒
と
音
楽
の
饗
宴
が

行
わ
れ
る
。

　
８
月
８
、
９
日
に
は
、
温

泉
の
恵
み
に
感
謝
す
る
「
第


回
あ
わ
ら
湯
か
け
ま
つ

り
」
が
あ
わ
ら
湯
の
ま
ち
広

場
、
あ
わ
ら
温
泉
街
で
開
か

れ
る
。
２
台
の
湯
か
け
神
輿

と
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
花
車

が
温
泉
街
を
練
り
歩
く
。
民

謡
の
夕
べ
も
開
催
。
市
民
と

観
光
客
が
一
体
と
な
っ
て
湯

を
か
け
た
り
、
民
謡
を
踊
っ

た
り
し
て
盛
り
上
が
る
。
福

井
の
風
習
「
饅
頭
ま
き
」
で

は
１
万
３
千
個
の
ま
ん
じ
ゅ

う
を
観
客
の
前
に
ま
く
。

　
１
３
０
周
年
祭
の
期
間
中

の
毎
週
末
に
は
、
市
内
の
あ

わ
ら
湯
の
ま
ち
広
場
、
に
ぎ

わ
い
交
流
拠
点
「
ａ
キ
ュ
ー

ブ
」
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
団
体
を

募
集
し
て
事
業
費
を
補
助
す

る
形
式
で
行
わ
れ
、
内
容
は

順
次
発
表
さ
れ
る
。

　

月
４
～

日
の
「
あ
わ

ら
湯
け
む
り
芸
術
祭
」
は
初

め
て
開
催
さ
れ
る
映
画
コ
ン

テ
ス
ト
。
全
国
か
ら
自
主
制

作
し
た
短
編
映
画
作
品
を
募

集
。
旅
館
を
は
じ
め
市
内
の

各
施
設
で
作
品
を
上
映
し
、

来
場
者
に
鑑
賞
し
て
も
ら

う
。
一
次
審
査
は
来
場
者
の

投
票
で
行
う
。
ま
た
、
映
画

の
鑑
賞
チ
ケ
ッ
ト
と
市
内
の

店
舗
で
利
用
で
き
る
ク
ー
ポ

ン
を
セ
ッ
ト
に
し
て
販
売

し
、
映
画
と
街
歩
き
の
両
方

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
。
芸
術

祭
は
来
年
以
降
も
継
続
し
て

開
催
す
る
予
定
。

　
１
３
０
周
年
祭
の
フ
ィ
ナ

ー
レ
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
が


月

、

日
に
開
か
れ
る

「
あ
わ
ら
灯
源
郷
」
。
竹
筒

を
く
り
抜
い
て
ロ
ウ
ソ
ク
を

灯
し
た
「
竹
あ
か
り
」
を
街

中
に
設
置
す
る
。
温
泉
街
を

や
さ
し
い
光
で
包
み
、
幻
想

的
な
空
間
を
演
出
す
る
。
観

光
客
に
は
、
竹
あ
か
り
の
製

作
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
点

灯
も
し
て
も
ら
う
。

　
あ
わ
ら
温
泉
　
開
湯
は
１

８
８
３
（
明
治

）
年
。
農

業
か
ん
が
い
用
の
水
を
求
め

て
井
戸
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、

約

度
の
温
泉
が
湧
出
し
た

の
が
始
ま
り
。
そ
の
翌
年
に

は
温
泉
宿
が
開
業
。
鉄
道
の

開
通
な
ど
を
経
て
、
温
泉
街

と
し
て
発
展
し
た
。

　
現
在
の
あ
わ
ら
温
泉
は
、


軒
ほ
ど
の
宿
が
立
ち
並

び
、
年
間
１
８
０
万
人
を
超

す
旅
行
者
が
訪
れ
る
北
陸
有

数
、
福
井
屈
指
の
温
泉
地
。

「
関
西
の
奥
座
敷
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
中
京
・
京
阪
神

エ
リ
ア
は
も
と
よ
り
、
北
陸

新
幹
線
の
開
通
で
関
東
エ
リ

ア
で
も
注
目
度
が
上
が
っ
て

い
る
。

　
泉
質
は
中
性
～
微
ア
ル
カ

リ
性
の
含
塩
化
土
類
食
塩

泉
。
泉
温
は

・
５
～

・

５
度
。リ
ウ
マ
チ
、神
経
痛
、

皮
膚
炎
な
ど
に
効
能
が
あ
る

と
さ
れ
る
。
湯
の
共
同
管
理

を
行
っ
て
お
ら
ず
、
各
施
設

が
源
泉
を
保
有
。
そ
の
た
め

施
設
ご
と
に
温
泉
の
成
分
が

微
妙
に
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
違
っ
た
感
触
の
湯
を
楽
し

め
る
。

まつや千千は、観光経済新
聞社が認定する「５つ星の
宿」に選ばれている

▶
女
性
客
用
の
露
天
風
呂

▶「
離
座
」の
露
天
風
呂
　

▶
ゆ
と
ろ
ぎ
亭
の
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
ル
ー
ム

▶
個
止
吹
気
亭
の
ガ
ー
デ
ン

ス
イ
ー
ト

　
心
を
癒
す
極
上
の
空
間
が

広
が
る
グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
芳
泉

（
山
口
透
社
長
）
。
露
天
風

呂
付
き
ス
イ
ー
ト
の
別
邸

「
個
止
吹
気
亭
」
を
は
じ
め

と
す
る
粋
を
ち
り
ば
め
た
客

室
は
計
１
１
３
室
。
多
彩
な

風
呂
で
は
湯
め
ぐ
り
三
昧
。

料
理
は
越
前
の
山
、
里
、
海

の
幸
を
堪
能
で
き
る
。

　
「
個
止
吹
気
亭
」
は
、
格

子
戸
の
先
に
広
が
る
大
人
の

リ
ゾ
ー
ト
。
書
院
造
り
の
建

物
に
贅
を
尽
く
し
た

室
。

１
階
の
客
室
は
苔
む
す
緑
の

庭
園
に
囲
ま
れ
、
２
階
の
客

室
に
は
開
放
感
あ
ふ
れ
る
デ

ッ
キ
が
備
わ
っ
て
い
る
。
選

任
の
料
理
人
が
腕
を
ふ
る
っ

た
懐
石
料
理
を
部
屋
で
ゆ
っ

く
り
と
味
わ
え
る
。

　
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
和
モ

ダ
ン
を
テ
ー
マ
に
し
た
離
れ

「
ゆ
と
ろ
ぎ
亭
」
は
、
庭
園

露
天
風
呂
が
付
い
た

室
。

客
室
タ
イ
プ
は
「
和
室
＋
和

ベ
ッ
ド
」
「
和
室
＋
リ
ビ
ン

グ
」「
洋
室
ツ
イ
ン
タ
イ
プ
」

な
ど
各
種
。
食
事
は
料
亭

「
遊
膳
」の
個
室
で
楽
し
む
。

　
温
泉
は
３
本
の
自
家
源
泉

を
持
ち
、
肌
あ
た
り
の
柔
ら

か
い
豊
富
な
湯
を
楽
し
め

る
。
展
望
大
浴
場
に
は
男
女

そ
れ
ぞ
れ
に
露
天
風
呂
、
内

湯
、
寝
湯
・
ジ
ャ
グ
ジ
ー
、

サ
ウ
ナ
な
ど
。
他
に
足
湯
・

歩
行
湯
、貸
切
露
天
風
呂
も
。

「
個
止
吹
気
亭
」と「
ゆ
と
ろ

ぎ
亭
」の
宿
泊
客
に
は
専
用

の
ひ
の
き
大
浴
場
が
あ
る
。

　
会
議
や
パ
ー
テ
ィ
ー
に
対

応
し
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
も
あ
り
、
最
大
収
容
人

数
は
シ
ア
タ
ー
式
の
利
用
で

６
０
０
人
に
上
る
。

　
◇
グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
芳
泉
　

☎
０
７
７
６
（
７
７
）
２
５

５
５
、http://www.g-housen

.co.jp/

　
ま
つ
や
千
千
（
伊
藤
和
幸

社
長
）
は
、
豊
富
な
湯
を
た

た
え
る
北
陸
最
大
級
の
大
浴

場
「
千
の
こ
ぼ
れ
湯
」
が
自

慢
の
人
気
旅
館
だ
。
好
み
に

合
わ
せ
て
選
べ
る
多
彩
な
客

室
、
福
井
県
産
の
旬
に
こ
だ

わ
っ
た
料
理
も
評
判
。
上
質

な
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
時
を
旅

人
に
提
供
し
て
い
る
。

　
自
家
源
泉
３
本
か
ら
湧
く

「
千
の
こ
ぼ
れ
湯
」
は
、
男

性
用
が
露
天
風
呂
「
万
万
の

湯
」
や
寝
湯
、
つ
ぼ
湯
な
ど

５
種
、
女
性
用
が
露
天
風
呂

「
百
百
の
湯
」
や
ジ
ャ
グ
ジ

ー
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
サ
ウ
ナ
な

ど
７
種
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
あ
ふ

れ
る
湯
め
ぐ
り
が
楽
し
め

る
。
男
女
の
洗
い
場
、
女
性

用
の
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
に
は

仕
切
り
を
設
け
、
周
囲
を
気

に
せ
ず
に
利
用
で
き
る
。

　
客
室
は
計
１
２
０
室
。
和

の
風
情
あ
ふ
れ
る
「
ゆ
う
ゆ

う
館
」
、
贅
沢
な
造
り
の

「
せ
ん
せ
ん
館
」
、
さ
ら
に

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
「
時
忘
れ

離
座（
は
な
れ
ざ
）」。「
時
忘

れ
離
座
」
は
、
全
客
室
に
源

泉
露
天
風
呂
を
備
え
た
特
別

フ
ロ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

　
調
理
長
が
自
信
を
持
っ
て

仕
上
げ
る
料
理
は
美
味
の
数

々
。
食
材
は
福
井
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
、
若
狭
牛
、
福
井
ポ
ー

ク
、
若
狭
の
ブ
リ
な
ど
。

「
離
座
オ
リ
ジ
ナ
ル
懐
石
」

は
、
厳
選
さ
れ
た
海
、
山
の

幸
が
味
わ
え
る
特
別
メ
ニ
ュ

ー
。
団
体
客
向
け
の
「
オ
ー

プ
ン
キ
ッ
チ
ン
」は
、夕
食
、

朝
食
を
目
の
前
で
調
理
し
、

温
か
い
も
の
は
温
か
い
う
ち

に
、
新
鮮
な
も
の
は
新
鮮
な

う
ち
に
堪
能
で
き
る
。

　
ま
つ
や
千
千
は
、
観
光
経

済
新
聞
社
が
主
催
す
る
「
人

気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
２
５
０

選
」
で
「
５
つ
星
の
宿
」
に

選
ば
れ
て
い
る
。

　
◇
ま
つ
や
千
千
　
☎
０
７

７
６
（
７
７
）
２
５
６
０
、

http://www.matuyasensen.
co.jp/
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お
も
て
な
し
隊
の
隊
員
服
を
披
露
す
る
福
島
空
港
の
職
員

　
福
島
空
港
（
福
島
県
須
賀
川
市
、
玉
川
村
）
の
職
員
が
７
月

日
、
「
福
島
空
港

お
も
て
な
し
隊
」
を
結
成
し
た
。
空
港
に
勤
務
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
の
職
員
で
構

成
し
、
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
で
知
ら
れ
る
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
隊
員
服
を
着
用
。
利
用
者
に
歓
迎
の
気
持
ち
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
空
港

の
利
用
を
促
進
す
る
。

萬
谷
会
長

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙

　
山
口
県
下
関
市
は
こ
の
ほ

ど
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
下
関
幕
末
維
新
探
訪
絵

図
」
を
制
作
し
た
。
２
０
１

８
年
の
幕
末
維
新
１
５
０
周

年
に
向
け
た
取
り
組
み
で
、

ゆ
か
り
の
地
な
ど
を
紹
介
し

て
い
る
。

　
下
関
市
内
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
に

も
登
場
す
る
高
杉
晋
作
や
久

坂
玄
瑞
な
ど
、
幕
末
の
志
士

ゆ
か
り
の
地
が
数
多
く
残
っ

て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
古
地
図
と
現
代
の
地
図
を

掲
載
し
、
比
較
し
な
が
ら
、

幕
末
の
志
士
の
足
跡
を
た
ど

る
こ
と
が
で
き
る
。
下
関
の

幕
末
維
新
年
表
も
掲
載
し
て

い
る
。

　
下
関
市
全
域
に
加
え
て
、

伊
崎
、竹
崎
―
前
田
、吉
田
、

長
府
の
エ
リ
ア
ご
と
に
観
光

情
報
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
Ｊ
Ｒ

下
関
駅
や
新
下
関
駅
の
観
光

案
内
所
、
主
な
観
光
施
設
に

設
置
。
団
体
の
旅
行
客
へ
の

事
前
配
送
な
ど
も
行
う
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
下
関
市

観
光
政
策
課
☎
０
８
３
（
２

３
１
）
１
３
５
０
。

女優の広瀬すずさんを起用したハロウィーン
イベントのＰＲ画像

水ナスの収穫を体験

　
国
土
交
通
省
四
国
運
輸
局

は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
１
４
年

度
の
入
込
客
数
の
調
査
結
果

を
発
表
し
た
。
四
国
の
主
な

観
光
地

カ
所
（
各
県

カ

所
）
の
入
込
客
数
は
、
消
費

増
税
や
台
風
、
イ
ベ
ン
ト
の

反
動
減
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
要

因
は
あ
っ
た
が
、
約
１
２
６

５
万
人
で
前
年
度
に
比
べ
て

１
・
６
％
の
増
加
だ
っ
た
。

愛
媛
県
、徳
島
県
は
プ
ラ
ス
、

高
知
県
、
香
川
県
は
マ
イ
ナ

ス
だ
っ
た
。
　

　
愛
媛
県
は
６
・
５
％
増
の

３
７
５
万
人
。
小
説
「
村
上

海
賊
の
娘
」
の
人
気
に
伴
い

村
上
水
軍
博
物
館（
今
治
市
）

が
１
０
６
・
５
％
増
の
９
万

２
千
人
と
好
調
。
観
光
イ
ベ

ン
ト
「
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２

０
１
４
」
「
道
後
オ
ン
セ
ナ

ー
ト
２
０
１
４
」
の
開
催
も

プ
ラ
ス
要
因
に
な
っ
た
。

　
徳
島
県
は
３
・
２
％
増
の

３
１
５
万
人
。
「
四
国
霊
場

開
創
１
２
０
０
年
」
の
効
果

で
太
龍
寺
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

（
那
賀
町
）
が

・
２
％
増

の

万
６
千
人
。
一
方
で
祖

谷
の
か
ず
ら
橋
（
三
好
市
）

は
８
・
１
％
減
の

万
１
千

人
だ
っ
た
。

　
高
知
県
は
６
・
６
％
減
の

１
４
３
万
人
。
８
月
の
台
風

の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。
坂

本
龍
馬
記
念
館
（
高
知
市
）

が
７
・
９
％
減
の

万
６
千

人
、
四
万
十
川
観
光
開
発
遊

覧
船（
四
万
十
市
）が

・
７

％
減
の
３
万
９
千
人
な
ど
。

　
香
川
県
は
０
・
５
％
減
の

４
３
１
万
人
。
「
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
２
０
１
３
」
の
反

動
減
な
ど
が
響
き
、
地
中
美

術
館
（
直
島
町
）
が

・
１

％
減
の

万
１
千
人
だ
っ

た
。
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
郷
は
８

・
６
％
増
の

万
８
千
人
と

な
っ
た
。

　
大
阪
観
光
大
学
（
大
阪
府

熊
取
町
）
の
学
生
有
志
ら
が

ツ
ア
ー
内
容
を
提
案
し
、
添

乗
員
と
し
て
参
加
す
る
日
帰

り
バ
ス
ツ
ア
ー
「
味
わ
い
泉

州
―
熊
取
旬
の
旅
―
」
が
７

月

日
に
実
施
さ
れ
た
。
ツ

ア
ー
に
は
約

人
が
参
加
し

た
。

　
泉
州
地
域
の
観
光
活
性
化

に
学
生
た
ち
が
取
り
組
む
大

阪
観
光
大
学
泉
州
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、
熊
取
町

が
企
画
。
ツ
ア
ー
の
主
催
は

ク
ラ
ウ
ン
観
光
交
社
。
ツ
ア

ー
は
今
回
で
５
回
目
を
迎
え

た
。
今
回
の
企
画
に
関
わ
っ

た
学
生
の
半
分
は
留
学
生
。

　
ツ
ア
ー
は
泉
州
の
旬
の
味

覚
を
テ
ー
マ
に
、
泉
州
名
産

の
水
ナ
ス
の
農
家
を
見
学

し
、収
穫
を
体
験
す
る
内
容
。

Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅
周
辺
を
発

着
。
熊
取
町
の
観
光
や
交
流

の
拠
点
で
あ
る
「
煉
瓦
館
」

で
、
収
穫
し
た
水
ナ
ス
の
浅

漬
け
体
験
も
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
熊
取
町
内
に


月
に
開
園
予
定
の
「
永
楽
ゆ

め
の
森
公
園
」
を
見
学
。
同

公
園
は
、
敷
地
面
積
が
約
５

㌶
で
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら

れ
る
永
楽
ダ
ム
に
も
近
い
。

園
内
に
は
遊
具
、芝
生
広
場
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
、
駐
車

場
が
整
備
さ
れ
る
。
遊
具
は

家
族
客
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

場
は
若
者
の
利
用
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ

オ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
、

大
阪
市
）
は
９
月

日
か
ら


月
８
日
ま
で
、
秋
の
イ
ベ

ン
ト
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ

プ
ラ
イ
ズ
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」

を
開
催
す
る
。
ホ
ラ
ー
イ
ベ

ン
ト
と
陽
気
な
パ
レ
ー
ド
の

二
つ
が
楽
し
め
る
。

　
秋
の
イ
ベ
ン
ト
の
イ
メ
ー

ジ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
は
、
女
優

の
広
瀬
す
ず
さ
ん
を
起
用
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　
毎
年
好
評
の
「
ハ
ロ
ウ
ィ

ー
ン
・
ホ
ラ
ー
ナ
イ
ト
」は
、

９
月
と

月
が
期
間
中
の
月

・
金
・
土
・
日
曜
、
祝
日
、


月
は

日
を
除
く
毎
日
開

催
。

　
今
年
は
Ｕ
Ｓ
Ｊ
史
上
最
多

の
九
つ
の
ホ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン

ツ
が
集
結
。
「
エ
イ
リ
ア
ン


プ
レ
デ
タ
ー
」
「
エ
ル
ム

街
の
悪
夢
」「
学
校
の
怪
談
」

が
新
登
場
。
最
も
恐
い
「
ホ

ラ
ー
レ
ベ
ル

」
と
い
う
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
ト
ラ
ウ
マ

～
最
恐
実
験
病
棟
～
」
も
加

わ
っ
た
。

　
陽
気
な
世
界
の
カ
ー
ニ
バ

ル
「
パ
レ
ー
ド
・
デ
・
カ
ー

ニ
バ
ル
」
は
、
今
年
が
フ
ィ

ナ
ー
レ
と
な
る
。
仮
装
パ
ー

テ
ィ
ー
の
「
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

・
パ
ー
テ
ィ
♯
仮
装
で
熱

狂
」
が
新
登
場
。
ゲ
ス
ト
参

加
型
の
シ
ョ
ー
・
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
で
、
ゲ
ス
ト
は

思
い
思
い
の
自
由
な
仮
装
で

参
加
し
、
ダ
ン
ス
や
写
真
撮

影
を
し
な
が
ら
仮
装
パ
ー
テ

ィ
ー
を
楽
し
め
る
。

　
山
代
温
泉
観
光
協
会
（
萬

谷
正
幸
会
長
）は
７
月

日
、
石
川
県
加
賀
市
の
山
代
温
泉

旅
館
協
同
組
合
会
議
室
で
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
総
会
で
は
、
２
０
１
５
年

度
事
業
計
画
や
予
算
を
承
認

し
た
。

　
萬
谷
会
長
は
「
今
年
は
北

陸
新
幹
線
金
沢
開
業
が
あ

り
、
北
陸
は
マ
ス
コ
ミ
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
開
業
効

果
で
潤
っ
て
い
る
。
加
賀
エ

リ
ア
の
観
光
客
は
対
前
年
比


％
増
で
、
宿
泊
単
価
が
上

が
っ
て
き
て
い
る
。
秋
に
は

北
陸
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
始
ま
る
。

開
業
効
果
を
一
過
性
に
し
て

は
い
け
な
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
石
川

県
出
身
で
、
地
元
メ
デ
ィ
ア

な
ど
で
活
躍
す
る
フ
ー
ド
ア

ナ
リ
ス
ト
の
雅
珠
香
氏
が

「
食
と
お
も
て
な
し
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
。
女
性
や
若
者

に
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に

つ
い
て
話
し
た
。

　
福
島
県
の
事
業
で
、
空
港

カ
ウ
ン
タ
ー
、
売
店
、
保
安

検
査
所
な
ど
の
職
員
約
２
０

０
人
が
所
属
を
超
え
て
隊
員

服
を
着
用
す
る
。
お
も
て
な

し
隊
の
愛
称
は
「
Ｆ

Ａ


Ｎ

（
フ
ァ
ン
）
」
で
、
フ

ク
シ
マ
・
エ
ア
ポ
ー
ト
・
ト

ゥ
・
ザ
・
ネ
ク
ス
ト
の
頭
文

字
を
と
っ
た
。

　
隊
員
服
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
創

業
者
、
円
谷
英
二
氏
が
須
賀

川
市
の
出
身
と
い
う
縁
で
同

社
に
依
頼
し
た
。
着
用
は
期

間
限
定
で
「
お
も
て
な
し
集

中
期
間
」の
８
月

日
ま
で
。

以
降
は
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に

着
用
す
る
予
定
。

　
お
も
て
な
し
隊
の
結
成
式

を
７
月

日
に
空
港
の
国
内

線
出
発
ロ
ビ
ー
で
開
催
。
空

港
関
係
者
が
出
席
し
、
利
用

者
が
楽
し
い
旅
行
を
で
き
る

よ
う
に
心
が
け
る
宣
言
文
を

採
択
し
た
。

　
福
島
空
港
は
、
大
阪
（
伊

丹
）
線
が
毎
日
４
便
、
札
幌

（
新
千
歳
）線
が
毎
日
１
便
。

国
際
線
は
ソ
ウ
ル
線
、
上
海

線
が
運
休
中
だ
が
、
チ
ャ
ー

タ
ー
便
が
春
に
ベ
ト
ナ
ム
と

の
間
に
運
航
さ
れ
、
９
月
に

は
台
北
間
に
運
航
予
定
。
空

港
の
昨
年
度
の
乗
降
客
数
は

約

万
４
人
。
東
日
本
大
震

災
前
の
２
０
１
０
年
度
に
比

べ
る
と
約
１
割
減
と
な
っ
て

い
る
。

　
福
島
県
観
光
交
流
局
の
須

田
真
一
・
空
港
利
活
用
担
当

課
長
は
「
福
島
空
港
は
、
県

内
各
地
は
も
と
よ
り
、
日
光

な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
も
便

利
。
お
も
て
な
し
を
高
め
る

と
と
も
に
、
利
用
需
要
を
喚

起
し
、
国
内
外
に
福
島
空
港

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。
　【
向
野
悟
】

　
長
野
県
山
ノ
内
町
で
８
月


～

日
、
第

回
志
賀
高

原
大
蛇
祭
り
と
ミ
ス
志
賀
高

原
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
か
れ

る
。
主
催
は
志
賀
高
原
観
光

協
会
。

　
志
賀
高
原
に
古
く
か
ら
伝

わ
る
「
大
蛇
伝
説
」
に
基
づ

き
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
祭

り
。志
賀
高
原
の
シ
ン
ボ
ル
、

大
沼
池
に
住
む
と
さ
れ
る

「
大
蛇
」
の
お
練
り
が
見
ら

れ
る
。

　

日
が
入
魂
式
（
開
会

式
）
、

日
が
前
夜
祭
で
花

火
大
会
を
開
催
。
日
に
は
、

大
蛇
の
お
練
り
、
大
蛇
に
嫁

ぐ
と
い
う
設
定
で
ミ
ス
志
賀

高
原
を
決
め
る
コ
ン
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
る
。


